
主催：信州大学工学部水環境・土木工学科
後援：公益財団法人西原育英文化事業団、信州大学地域防災減災センター
CPD: 土木学会継続教育(CPD)認定プログラム

建設系 CPD 協議会加盟団体 CPD システム利⽤者は各団体のルールに沿って、CPD 単位
の申請をお願い致します。土木学会以外の団体に提出する場合の方法等は提出先団体に事
前にご確認ください。土木学会で証明する単位が各団体のルールにより認められないこと
があります。土木学会では他団体の運営するCPD制度に関しては回答いたしかねます。

池内幸司
東京大学大学院工学系研究科教授
近年、豪雨災害により多くの人命が失われるとともに、大きな経済
被害が発生しています。「これまで経験したことがないような大雨」と
いうフレーズが日常的に聞かれるようになりました。まさに、異常な
状態が常態化しつつあり、水害に対する備えを気候変動に適応した
形で的確に行っていくが求められています。このような状況を踏まえ、
本講演では近年の豪雨災害の特徴と教訓、気候変動によって激甚
化していく水害の状況について述べ、これらを踏まえて、日頃からど
のように備えれば良いのか、災害時にどう行動すれば良いのかなど
について具体的に解説いたします。

問合せ：信州大学工学部水環境・土木工学科 吉谷純一
yoshitani@shinshu-u.ac.jp

2022年11月7日（月） 14:00-16:00

令和４年度「防災と水環境」連続講演会

気候変動により激甚化する水害からどのように
して命と暮らしを守るのか（仮）

～近年の豪雨災害の教訓を踏まえて～

会場開催とウェビナー配信の２方法で実施します

会 場 信州大学工学部（長野市若里4-17-1）
ライブ配信 ZOOMウェビナー（500名まで）
申込み締切 講演日前日の17:00
申し込みサイト
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeBuhrU60VjaCsRjJ0FJ0YjCJwI-
uKFejLh6LMVOq0GL1RNwA/viewform

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeBuhrU60VjaCsRjJ0FJ0YjCJwI-uKFejLh6LMVOq0GL1RNwA/viewform

